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主幹教諭の職の設置に伴う教育職給料表の勧告について 

 

 これからの教育のあるべき姿、目指すべき理念を明らかにした教育基本

法の改正を受け、学校における組織運営体制及び指導体制の確立を図るこ

とを目的として、平成20年４月１日から小中学校等に新たに副校長、主幹

教諭及び指導教諭の職を設置することができることを始めとする学校教育

法の改正が行われたところである。 

 また、文部科学省は、平成20年度の義務教育費国庫負担金の予算措置と

して、既存の教職員配置を一部見直した上で定数改善を行うとともに、新

たな職への処遇を行うこととしたところである。 

 こうした状況を踏まえ、愛知県教育委員会は、平成20年度から小中学校

に主幹教諭の職を設置することとしている。 

 本委員会は、主幹教諭の給与について、その職に見合った適切な処遇を

図るため新たな職務の級を創設することが適当であると認める。 

 よって、地方公務員法第８条及び第14条の規定に基づき、職員の給与に関す

る条例（昭和42年愛知県条例第３号）について、現行の教育職給料表を全国人事

委員会連合会が新たな職務の級に対応するため作成した教育職参考モデル給料

表に準じ、当該職の設置に合わせて改定するよう勧告する。 

 


